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ファイザー社ワクチン第 14-2クールの新型コロナワクチン等の配分等について 

 

 

今般、厚生労働省より、ファイザー社ワクチン第 14-2クール（９月 20日の週に配

送予定の計 1,557 箱。V-SYS上の名称は「PF14-2」）について、別紙１のとおり、都

道府県への割当量を確定した旨、各都道府県衛生主管部（局）宛て別添の事務連絡が

ありましたのでご連絡申し上げます。 

概要は下記の通りです。 

つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知のうえ、郡市区医師会お

よび関係医療機関に対する情報提供についてご高配のほどお願い申し上げます。 

 

記 

 

ワクチンの割当ての考え方について 

 

①高齢者の１回目の接種率が８割を超えた都道府県には、当該高齢者への接種回数に

応じて、1,557箱から下記②を差し引いた約 153万回分を配分する 

 

②第 13クールの割当量が第 12クールより２割以上減少し、既に配分されたワクチン

の接種可能回数が12歳以上人口に２回接種できる量の９割未満となる都道府県には、

当該２割を超えて減少した数の半数に相当する量（約 26万回分）を割り当てる 

 

参考： 

「ファイザー社ワクチン第 13・第 14・第 15クールの配分等について」令和３年８月

６日付（健Ⅱ249F） 

「ファイザー社ワクチン第 14クール及び第 15クールに係る基本枠及び調整枠の配分

スケジュール等について」令和３年８月 19日（健Ⅱ267F）



 

 

事 務 連 絡 

令和３年８月 27 日 

 

各都道府県衛生主管部（局） 御中 

 

厚生労働省健康局健康課予防接種室 

 

 

ファイザー社ワクチン第 14-2 クールの 

新型コロナワクチン等の配分等について 

 

 

ファイザー社ワクチン第 14-2 クール（新型コロナウイルス感染症に係る予防

接種のためのワクチン等の配分で９月 20 日の週に配送予定の計 1,557 箱。ワク

チン接種円滑化システム（以下「V-SYS」という。）上の名称は「PF14-2」）につ

いて、別紙１のとおり、都道府県へのファイザー社ワクチン等の割当量を確定し

たことから、下記の点について、ご対応・ご承知おきいただくようお願いいたし

ます。 

なお、10 月 11 日の週以降のファイザー社ワクチンの配分については、直近の

接種実績等を踏まえ、追ってお示しする予定です。 

 

記 

 

１ ワクチンの割当ての考え方について 

（１）基本的な考え方 

感染対策の観点からはワクチンの接種率は高い方が望ましく、政府は全国

民の接種に必要なワクチンを確保済みです。ただし、一定の時期に需要と供給

のミスマッチが生じうることから、計画的な供給と接種を行うことが必要と

なります。 

こうした観点から、接種の完了を見据えて、９月から 10 月上旬の３クール

（第 13 クール、第 14 クール及び第 15 クール）では、これまでに配分したフ

ァイザー社ワクチン（医療従事者向けワクチンを含む。）及び職域接種分を含

めた武田/モデルナ社ワクチンと併せて、各都道府県で 12 歳以上人口の８割

に２回接種できる量を基本枠として配分します。 

７月末までに高齢者向けの接種が概ね終了し、全国の高齢者のワクチン接

種率が９割近くになっている中で、12 歳以上の人口における接種率が８割を

超えることを見込む都道府県もあります。第 14-2 クール（1,557 箱）では、 



 

 

① 高齢者の接種率が８割を超えた部分の接種回数に応じた配分を行います。

これを踏まえ、高齢者以外の一般接種を円滑に実施するために必要な調整

を行っていただくようお願いします。また、 

② 第 13クールの割当量が第 12クールより２割以上減少した都道府県には、

多くのワクチンを配分した都道府県を除き、調整力を補う観点から一定量

を配分します。 

 

なお、第 13～15 クールの基本枠の配分にあたっては、８月１日までに配分

したモデルナ社ワクチンのみを考慮しており、８月２日以降に配分されるモ

デルナ社ワクチンと、第 14クール及び第 15クールの調整枠とを合わせれば、

全体で８割を超える接種率に対応することが可能です。また、モデルナ社ワク

チンについては、新たに 127 会場が開設されることとなっております。 

各都道府県においては、以上の考え方を市町村とも共有しながら、地域の実

情を踏まえ、接種を円滑に実施するために必要な調整を行っていただくよう

お願いします。 

 

（２）第 14-2 クールの配分 

第 14-2 クールでは、調整枠として 1,557 箱を別紙１のとおり、各都道府県

に割り当てます。 

（ア）高齢者の１回目接種率に応じて、1,557 箱から下記（イ）を差し引い

た量（約 153 万回分）を配分します。具体的には、 

①  令和３年８月 25日までに VRS に入力されている 65歳以上の高齢者の

１回目接種数（ファイザー社以外のワクチンを含む。）を都道府県別に出

力します。 

②  住民基本台帳年齢階級別人口（令和２年１月１日現在）から、65 歳以

上の人口を都道府県別に出力します。 

③  ①を②で除して８割を超える人数を都道府県別に計算し、これを用い

て残りの約 153 万回分を都道府県別に按分します。 

 

また、（イ）調整力を補う観点から、都道府県別の第 13 クールの割当量が第

12 クールの割当量と比較して２割以上減少した都道府県であって、配分され

たワクチンの接種可能回数が12歳以上人口に２回接種できる量の９割未満と

なる都道府県には、２割を超えて減少した数の半数に相当する量（約 26 万回

分）を割り当てます。 

配分されたワクチンの接種可能回数については、下記④及び⑤を都道府県

ごとに合計して計算しています。 



 

 

④  既に分配実績及び配送計画のあるファイザー社ワクチンの総配分量

として、下記の合計 

・ 医療従事者用に配送したもの 

・ 第 1クールから第 13 クール、第 14 クールの基本枠及び第 15 クール

の基本枠として配送するもの 

・ 第 14-2 クールのうち、上記（ア）で配分するもの 

⑤  ８月 22 日までの分配実績及び 10 月 10 日までの配送計画のあるモデ

ルナ社ワクチンの総配分量として、下記の合計 

・ 国（防衛省・自衛隊）が設置する大規模接種会場に配分したものを８

月 22日までに VRSへ入力されている被接種者の住所を用いて都道府県

別に按分したもの 

・ 自治体が設置する大規模接種会場に配分したものを８月 22 日までに

VRS へ入力されている被接種者の住所を用いて都道府県別に按分した

もの。ただし、「武田/モデルナ社ワクチンの９月以降の接種体制につい

て」（令和３年８月 19 日付け厚生労働省健康局健康課予防接種室事務

連絡）で新規申請のあった大規模接種会場に配送するものは会場所在

地の都道府県別に計上したものであり、VRS のデータを使用した按分は

行わない。 

・ ８月 22 日までに職域接種会場に配分したものを、８月 22 日までに

VRS へ入力されている被接種者の住所を用いて都道府県別に按分した

もの。ただし、８月 23 日以降の配送計画量は計上しない。 

なお、接種対象人数当たりの供給率は、住民基本台帳年齢階級別人口（令和

２年１月１日現在）を使用しています。 

 

高齢者の１回目接種率に応じて分配するもの（ア）と調整力を補う観点から

分配するもの（イ）を都道府県別に合計した数を、箱数に換算し端数を切り上

げたものを、第 14-2 クールの配分量とします。 

 

２ ワクチンの割当て作業について 

別紙２のとおり、都道府県は８月 31 日（火）15 時まで、市町村は９月２日

（木）12 時までの間に作業を進めていただくようお願いします。一カ所でも

遅れると、全国の配送にも影響を与えますので、期限内に作業を終えていただ

くようご協力をお願いします。 

なお、都道府県から市町村への配分を行う際には、V-SYS の初期値（デフォ

ルト値）として、 

・ 都道府県庁の所在する市町村に各都道府県に割り当てる箱数 

・ それ以外の市町村にはゼロ 



 

 

があらかじめ V-SYS 上に入力されています。市町村への割当量の変更が必要

となるため、手動での修正をお願いいたします。 

 

３ 都道府県へのお願い 

第 15 クールの調整枠（第 15-2 クール）は、それまでの接種状況の変化等を

踏まえ、改めて検討します。その場合も、VRS による接種実績等を踏まえて配

分する予定です。医療従事者等のように接種券付き予診票で接種した分を含

め、できるだけ速やかに接種実績を VRS に登録していただくよう、市町村へ

周知いただくとともに、ご協力をお願いします。 



ファイザー社ワクチン第14-2クールの分配量（1,557箱分）について

No 都道府県 第14-2クールの分配量
（箱数）

0 全国 1,557
1 北海道 57
2 青森県 17
3 岩手県 17
4 宮城県 30
5 秋田県 15
6 山形県 35
7 福島県 32
8 茨城県 34
9 栃木県 24
10 群馬県 25
11 埼玉県 74
12 千葉県 64
13 東京都 82
14 神奈川県 78
15 新潟県 46
16 富山県 15
17 石川県 19
18 福井県 22
19 山梨県 14
20 長野県 29
21 岐阜県 39
22 静岡県 41
23 愛知県 80

No 都道府県 第14-2クールの分配量
（箱数）

24 三重県 21
25 滋賀県 18
26 京都府 23
27 大阪府 58
28 兵庫県 57
29 奈良県 18
30 和歌山県 25
31 鳥取県 14
32 島根県 9
33 岡山県 35
34 広島県 31
35 山口県 47
36 徳島県 23
37 香川県 10
38 愛媛県 16
39 高知県 12
40 福岡県 54
41 佐賀県 32
42 長崎県 31
43 熊本県 64
44 大分県 16
45 宮崎県 13
46 鹿児島県 33
47 沖縄県 8

ファイザー社ワクチン第14-2クール（1,557箱）の各都道府県の割り当ての考え方
・高齢者の接種率が８割を超える部分の接種回数等に応じた配分を行うことにより、都道府県が、高齢者
以外の一般接種を円滑に実施するため必要な調整を行えるようにする観点から、
（１）各都道府県の高齢者の１回目接種率が８割を超える部分の接種回数に応じて都道府県ごとに按分。
（２）第13クールの割当量が第12クールよりも２割以上減少した都道府県に対して、２割を超えて減少

した量の半分に相当する量を配分。ただし、（２）を割り当てなくとも、 10/4週の配送分までの
ファイザー社ワクチン及びモデルナ社ワクチンの分配実績及び配送計画量（職域分の配送計画量は
除く。）の合計が12歳以上人口が２回接種できる量の９割以上となる都道府県を除く。

・上記（１）と（２）を合算した量に相当する箱数を、都道府県別に分配。

別紙１



ファイザー社ワクチン第14～15-2クール（PF14～15-2）の配分スケジュール

クール名称 納入希望の登録
【医療機関】

割当て期限
【国】

割当て期限
【都道府県】

確定処理期間
（データロック）

【国】

割当て期限
【市町村】

確定処理期間
（データロック）

【都道府県】

納入予定の
入力日

【ファイザー社】

第14クール
9,243箱

8/10(火)～
8/18(水)15時 8/20(金) 8/24(火)

15時 8/24(火) 8/26(木)
12時

8/26(木)
20時

8/31(火)
配送： 9/13週

& 9/20週～

第14-2クール
1,557箱

第14クールの
希望施設を

そのまま利用
8/27(金) 8/31(火)

15時 8/31(火) 9/2 (木)
12時

9/2(木)
18時

9/7(火)
配送： 9/20週～

第15クール
9,173箱

8/23(月)～
9/1(水)15時 9/3 (金) 9/7(火)

15時 9/7(火) 9/9(木)
12時

9/9(木)
18時

9/14 (火)
配送： 9/27週

& 10/4週～

第15-2クール 第15クールの
希望施設を

そのまま利用
9/10 (金) 9/14(火)

15時 9/14(火) 9/16(木)
12時

9/16(木)
18時

9/22 (水)
配送：10/4週～

Ｓｔｅｐ１
希望登録があった医療機関・接種施
設のリストを自治体に展開
＜送付時期＞

第14クール 8/20（金）
第15クール 9/  3（金）

Ｓｔｅｐ２
前半週に配送を希望する医療機関・
接種施設と箱数をリスト化
＜登録期限＞

第14クール 8/25（水）17時
第15クール 9/  8（水）17時

Ｓｔｅｐ３
リストを踏まえて、前半週に配送する
ようファイザー社が配送計画を作成
＜納入予定を登録日＞

第14クール 8/31（火）
第15クール 9/14（火）

前
半
週
配
送
の

希
望
調
査

別紙２


